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『宮古方言ノート』における形容詞

アレクサンドラ・ヤロシュ（Aleksandra Jarosz）

本稿はニコライ・ネフスキー著の『宮古方言ノート』の整理及び日本語化を目的にした
シリーズの一環で、『琉球の方言』40号に投稿された「『宮古方言ノート』における親族語彙」
の続編である。

本稿の利用に当たる注意事項などは前編に大概通じるので、参照されたい。
今回は『宮古方言ノート』に収録された形容詞およびその派生語を抽出し、原文の完全

な邦訳を試みた。「形容詞およびその派生語」という概念に入るのは、以下の項目である1。

ア）語幹形の形容詞。ある意味では「純粋な形容詞」とも言え、何の活用接尾辞をも取
らず、動詞の項・付加詞ともなれず、名詞句の修飾専用というのが特徴2。例：azɿma

「甘い」、agaːta「遠い」など。
イ）重複形。語幹形を二重合わせた形で、もともとの語末の音声により形態素の境目に

音声変化が生じる場合もある。統語論の面から見ると、属格の-nuを接続させ、名詞句
を修飾する。一方、接尾辞を取らないまま動詞を修飾し、まれに述語としても働くと
いう報告もある3。例：akaːka「赤い」など。

ウ）ギ形の派生語。語幹に-giの接尾辞を接続させ、標準語の「～そうな」、「～らしい」
に準じたムード的な意味合いを与える。名詞句・動詞句とも接尾辞を取らず、直接修
飾する。例えば：mzɿgi「醜い」など。

エ）名詞化された形。標準語と同じく、語幹に-saを接続すると形容詞を名詞化させる。
ただし、宮古語の場合ではその名詞化した単語は従来の形容詞の意味から抽象化した
概念、例えば「青い」＜「青さ」を表すよりも、名詞句および動詞句の修飾語となる
といったより文法的な働きをしているようである。例：tuːsa「遠さ」。

オ）動詞化された形。地域により-kaz、-kal、-kai、-tsazなどを語幹につけて、語幹に述
語の機能を与える。この形は活用や統語論の面で標準語のイ形容詞に似ている。『宮
古方言ノート』においては動詞化した形容詞は見出し語としてめったに見られないが、
語幹の用例として頻繁に出ている。

1　�宮古語における形容詞の分析は次の文献を参考にしてできたものである：Jarosz 2015、Shimoji 2008、
衣畑＆林2014。

2　�ただし、まれには文の述語となる報告（衣畑＆林2014：33）もあり、接尾辞が取れるかも地域によっ
て違う可能性があるようである。

3　衣畑＆林2014：32-33参照。
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なお、本稿におけるネフスキー自身が参照した参考文献には、以下のものがある。括弧〔〕
の中にはその文献を指す省略形が示してある。

ア）〔田島〕『宮古島乃歌』田島利三郎著
イ）〔宮良〕『採訪南島語彙考』宮良當荘著
ウ）『おもろさうし』
エ）『混効験集』
オ）『物類称呼』越谷吾山著
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aɜïma azɿma　平良。（日）味甘の意か。甘。（露）甘い。
関連語など： 日本：aɜ́i aʑi（露）「味」+ ama ama「甘い」？；　黒島：aɜïmahaŋ 
azimahaŋ；　日本、琉球：ama ama　八重山：ama ama；　石垣：aɜïmasa:ŋ azimasaːŋ

aɜï̌ma:aɜï̌ma azɿ̌maːazɿ̌ma　平良。（日）前条の強語。（露）甘い（強調形）。
aga:ta agaːta　一般。（日）遠方、向。（露）遠方、遠く、遠い。用例：［多良間］agata 

ikiuriba agata ikiuriba（日）向へ行ってしまったから。（露）彼女が遠方へ行ってしま
い。tujusa ikiuriba tujusa ikiuriba（日）遠方へ行ってしまったから。（露）遠く行っ
てしまい…。用例：［平良］tiŋkara agata mcï taći tiŋkara agata mtsɿ tatɕi《天から遠
い道が立って》。agataffa n’a:ŋ agataffa njaːŋ（日） 遠くはない。（露） 同。aga:tan 
akaznu mi:rairiba agaːtan akaznu miːrairiba（日）遠方に光りが見えたから。
関連語など：琉球：agata agata；　上代語：agata agata（露）「田舎、地方」

ajasï
̆
 ajasɿ

ˆ
　平良。（露）＝日本語でいう「怪しい」。恐い、怪しい。

aka aka　一般。（日） 赤。 紅。（露） 同。 用例：akakataz akakataz（日） 赤かった、
akakazpaɜï akakazpazɿ（日） 赤 く あ る は ず、akakaiba akakaiba（日） 赤 け れ ば、
akasa akasa（日）赤。
関連語など：日本：aka aka；　琉球：aka aka；　今帰仁・本部：ha: haː；　伊江
島：aha aha；　八重山：aka aka；　佐賀：akka akka

aka:ka akaːka　平良。（日）真赤。
関連語など：八重山：aka:ka akaːka

aka:z akaːz　平良。（日）明ルイ。明る。（露）明るい（上の項目を参照）。
関連語など：日本：akarɯ-i akar mi；　八重山：akarï akari

akazzaka:z akazzakaːz　平良。（日）前条の強語。（露）明るい、とても明るい（上の項目
の強調形）。

apʻara-gi apʼaragi　平良、佐和田、佐良浜。（日）綺麗な。美しい（但し人間について言う）。
（露）美しい（人についてだけ言う）。用例：apʻaragi midum apʼaragi midum（日）
綺麗な女。美人。（露）同。apʻaragi munu ap’aragi munu（日）綺麗な者。（露）きれ
いな人、美男。
関連語など：八重山・歌謡語：aɸari aɸari（露）「美しい」；　日本：aware aware（露）
情け、同情 aware-na awarena（露）哀れな、かわいそうな；　八重山：appari appari –

（露）美しい；　日本：appare appare；　琉球：aɸari aɸari（露）例えば『おもろさ
うし』XIV, 32；　与那国：ab’aŋ-/ab’aru- abjan/abjaru；　黒島：abari-haŋ abarihaŋ；　
石垣：afariśa:ŋ afariɕaːŋ；　石垣：appariśa:ŋ appariɕaːŋ

ara ara　一般。（日）新。荒。外
ソト

。悪魔。（露）新しい、新鮮な、粗い、野生の；　外；　鬼、
お化け。用例：ma:znuara maːznu ara 新米〔田島『四島の主』〕。
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関連語など：日本：ara ara；　八重山：ara ara（日）荒；　琉球：ara ara；　八重
山：a:ra aːra（日）新

aragi aragi　平良。（露）日本語でいう「荒っぽい」。
asa asa　平良。（日）淺。（露）浅い、深くない。

関連語など：琉球：asa asa；　日本：asa asa
asa:asa asaːasa　平良。（日）前条の強語。（露）浅い（上の項目の強調形）。
atarasï atarasɿ　上地、佐和田、長浜。（日）可愛い。惜しい。懐かしい。大事なる。用例：

atarasï-munu atarasɿ munu（日）可愛い人。（露）愛しい（大事な）人、恋する男・女。
atarassa-asïm atarassa asɿm（日）可愛がる。（露）かわいがる、面倒をみる、愛を込
めて扱う。
関連語など：日本：ataraśi-i ataraɕiː（露）「新しい」；　琉球：ataraśaŋ ataraɕaŋ；　
八重山：atarasïɸa atarasɿɸa（日）可惜子；　八重山：attarasï attarasɿ（日）可愛らし；　

『混効験集』：あたらしや ataraśa ataraɕa；　種子島：attaraśi-ka attaraɕika＝日本語
でいうと「惜しい」ośii oɕiː
類義語：kanasï kanasɿ

日本語のataraśi ataraɕiを参照。
acï atsɿ　平良。（日） 熱、 暑。（露） 熱い、 暑い。 用例：k’u:ja du:du acïmunuja: kjuːja 

duːdu atsɿmunujaː（日）今日は随分暑いな。
関連語など：琉球：aci-saŋ atsisaŋ；　日本：acɯ-i ats mi

acïsa atsɿ
˚
sa　平良。（日）暑さ、熱さ。（露）暑さ、猛暑。

関連語など：琉球：acisa atsisa；　日本：acɯsa ats msa；　八重山：atca attsa
baka baka　一般。（日）若。（露）若い。

関連語など：日本：waka waka；　琉球：waka waka；　八重山：baga baga
ba:z baːz　平良。（日）悪い。（露）悪い、つまらない。

関連語など：実久：warïsam warɿsam；　古仁屋・伊須：warusam warusam；　住
用・沖永良部：warusaŋ warusaŋ；　新城・与那国：barusa:ŋ barusaːŋ；　首里・那
覇：wassaŋ wassaŋ；　日本：warɯ-i war mi；　小浜：baraha:ŋ barahaːŋ（日）悪く
ある；　石垣：barasa:ŋ barasaːŋ

bzï̌da bzɿ̌da　平良。（日）低い。（露）同。
関連語など：実久：çir’asam çirjasam；　住用：çir’asa:ŋ çir’asaːŋ

bzï̌da:bzï̌da bzɿ̌daːbzɿ̌da　平良。（日）前詞の強語。（露）低い（上の項目の強調形）。
daraka daraka　平良。（日）嘘。虚言。偽。（露）同。用例：daraka-gi munu darakagi 

munu（日）嘘であるらしい。
関連語など： 八重山：darui darui（日） だらけもの。 気無性；　佐和田、 長浜：
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darafu darafu
日本語のdarakɯを参照。

dunna dunna　平良。（露）鈍い、愚かな。（日）鈍。
ɜau zau　平良・歌謡語。（日）善い。（露）良い、優しい。用例：［佐和田］ɜaufudual 

zaufudu al（日）宜しい。御易い御用です。用例：［上地］ɜ́o:-kɯ
︶

i ʑoː- k m

︶
i 好い声。（露）

同。
関連語など：平良・口語：ɜo: zoː；　佐和田：ɜau zau；　佐良浜：ɜ́au ʑau；　多良
間：ɜ́o: ʑoː；　上地：ɜ́o: ʑoː；　種子島 ezo-ka ezoka（日）感心な

ɜo: zoː　平良。（日）好い。善い。（露）良い、優しい。用例：［平良］ɜo:ftuaz zoː ftu az（日）
かしこまりました。ɜo:ftu az bɛa:ja zoː ftu az bjaː ja（英）宜しいでしょうか。ɜo:ftuazza 
aranna/ɜo:ftu ara:zza aranna zoː ftu azza aranna/zoːftu araːzza aranna（日）いいじゃ
ないか・いいじゃありませんか。
ɜau zauを参照。

ɜ’o: zjoː　多良間、水納。（日）善い。用例：ɜ’o:s’a: ari: va:lm bè:m zjoːsja ariː  vaː lm bɛ ːm
《お元気でいらっしゃるでしょうか》。i: ɜ’o:s’a: da:l iː  zjoːsjaː  daːl（日）はい。よろしい。

ffa- ffa　平良、上地、佐和田。（日）暗い。（露）同。
関連語など：琉球：kɯra- k mra；　日本：kɯra- k mra；　八重山：ffa ffa

ffu- ffu　平良。（日）黒い。（露）同。用例：ffu-ksïŋ ffu ksɿŋ（日）黒衣。（露）黒い服。
関連語など：日本：kɯro- k mro；　八重山：ffu/ffo:fu ffu/ffoː fu

fuka- fuka　平良。（日）深い。（露）同。
関連語など：日本：ɸɯka- ɸ mka；　八重山：fuka fuka

fuka:fuka fukaːfuka　平良。（日）深い深い。前詞の強語。（露）深い（上の項目の強調形）。
fusa fusa　平良。（日）くさい。

関連語など：八重山：fusa fusa；　石垣：fusasa:ŋ fusasaːŋ
fututi fututi　佐良浜《くさい、 腐った》 用例：fututim̩ fututi m̩（日） くさった芋。

fututimunu fututi munu（日）くさったもの（不等な悪口）。
gaffi:s’a gaffiːsja　多良間。（日）多さ。余り。（露）同。
ganɜu:gi ganzuːgi　平良。（露）健康な、強い。（日本語のganɜ́o: ganʑoːを参照）。
guma guma　平良。（日）細かい。（露）細かい、とても小さい。

関連語など：琉球：gɯma- g mma；　日本：koma- koma；　八重山：guma- guma
guma:guma gumaːguma　平良。（日）極く細かい。前詞の強語（露）細かい、非常に細

かい、とても小さい（上の項目の強調形）。
guri guri　平良。（日） 苦しい。 用例：guriffa n’a:ŋ guriffa njaːŋ（日） 苦しくはない。

gurika:z gurikaːz（日）苦しくある。
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i: iː　一般。（日）好い。（露）同。用例：kuma:i: tu
ˇ
kuru kumaː iː  tukuru（露）ここはい

いところだ。用例：［平良］i: kutu jara:z munu ja:sï iː  kutu jaraːz munu jaːsɿ
˚
（日）

お目出とう御座います。i:tiŋk ïs ja:(s) iː  tiŋksɿjaːs（日）好い天気ですね。（露）同。i:ka:gi 
iː  kaːgi（日）美人。（露）同。i:tiŋksïa: iː  tiŋksɿaː（日）好天気ですね。
関連語など：八重山：i: iː；　石垣・波照間：i: iː

iba- iba　平良。（日）狭い。（露）同。用例：iba-mcï iba mtsɿ（日）狭道。（露）狭い道。
関連語など：八重山：iba- iba

ik’arasa ikjarasa　平良。（日）少さ。
ikiras’aを参照。

iki:ra-s’a ikiːrasja　多良間。（日）少なさ。（露）少なさ、不足。用例：muttu iki-ras’a 
gaffis’a nè:mbutalti: muttu ikirasja gaffisja nɛːmbutaltiː《不足とも過剰ともまったく
なかったという》。
関連語など：新城下地：çassa:ŋ çassaːŋ；　新城：içassa:ŋ içassaːŋ；　徳之島：ik’aŋ 
ikjaŋ；　名護：ikerahaŋ ikerahaŋ；　実久：ikirasam ikirasam；　嘉手納・首里・那
覇・ 糸 満・ 石 垣：ikirasaŋ ikirasaŋ；　 名 瀬：ikirasa:ŋ ikirasaːŋ： 伊 江：ikira:saŋ 
ikiraːsaŋ；　与論：irasaŋ irasaŋ；　波照間：iśagahaŋ iɕagahaŋ；　小浜：iśakaha:ŋ 
iɕakahaːŋ；　琉球：ikira-sa ikirasa；　名護：ike:raha ikeːraha；　八重山：iha:rasa 
ihaːrasa（日）如何がわしき心細いこと。物足りないこと；　八重山：ikirasa ikirasa

（日）少さ。少量
imi- imi　平良。（日）小。狭小。（露）小さい。用例：imi-mcï imi mtsɿ（日）小路。（露）

小道、細道、わき道。imigi: imi giː（日）小木。imi-p ïs tu imi psɿtu（日）小人。（露）
小 さ な 人、 小 人。imi-sïma-gama imi sɿmagama（日） 小 島、 小 村。（露） 同。
imifunigama imi funigama（日）小舟。
関連語など：八重山：imi- imi；　八重山：mme:ŋ mmeːŋ（日）聊か。少し。；　黒島：
ibehaŋ ibehaŋ；　喜界：inasaŋ inasaŋ；　実久：insam insam；　与論：insa:ŋ insaːŋ
多良間のipiを参照。

irai irai　平良。（日）偉い。（露）偉い、優秀な（日本語から来た新しい単語）。用例：
irai-p ïs tu irai psɿtu（日） 偉い人。（露） 同。nn’a: pi: biŋk’o:ju śu:k ïs cïka: irai-p ïs tu-n 
nar’u:k ïs -munu nnjaːpiː  biŋkjoː ju ɕuːksɿ

˚
tsɿ

˚
kaː irai psɿ

˚
tun narjuːksɿ munu（露）もう少

し頑張っておいたら絶対に偉い人になったのに。
関連語など：日本：era-i erai

itasa itasa（露）痛み〔田島〕。
関連語など：八重山：itasa itasa

iv̩ iv̩　平良。（日）重い。（露）同。用例：tagu:du fta:cï iv̩ginari katamikstaz taguːdu ftaː tsɿ 



− 211 −

iv̩gi nari katamikstaz《重い桶を２つ担いだ》4。
関連語など：八重山：mbu- mbu；　日本：omo- omo；　佐渡：obo-tai obotai；　八
重山：issa issa（日）重きこと

ivviv̩ ivviv̩　平良。（日）非常に重い。前詞の強語。（露）とても重い（上の項目の強調形）。
iv̩を参照。

jagumi jagumi　平良。（日）大層。貴い、尊い、恐敬。（露）同。用例：［佐良浜］kunu 
maija jagumi sïdigapu: atam ti: umui: uz kunu maija jagumi sɿdigapuː atamtiː  umuiː 
uz（日）この前は（こないだは）大層有難う存じます。

jagumisa jagumisa　狩俣。（露）虞、恐怖、恐慌；　尊さ。
関連語など：『おもろさうし』XVII, １：やぐめさ　（日）恐敬に；　『おもろさうし』
XIX, 37：やくめ（日）恐敬斟拶之事

jana jana　一般。（日）悪い。嫌な。（露）悪い、粗末な、嫌な。用例：［平良］du:du: 
m̩cïnu janasanu（naraɲ:a）duːduː m̩tsɿnu janasanu naraɲːa（日）中々道が悪う御座
います。
関連語など：石垣・波照間：jana jana；　黒島：jasaŋ jasaŋ

janagi janagi　平良。（露）悪賢い、狡猾な。
jari- jari　平良。（日）破れた。やれ。（露）同。

関連語など：八重山：jari jari
jaro: jaroː　平良。jarau jarau　佐和田。《乱暴な、ぞんざいな》。用例：jaro:na kutu:ba 

sïna jaroːna kutuːba sːɿna（日）乱暴・ぞんざい5なことをするな。
ja:sï jaːsɿ　平良。（日）やせる？6（露）空腹の。用例：ja:sïfï̆du nar’u:z jaːsɿ

˚
fɿ̌du narjuːz 

お腹がすきました。
jau-na jauna　佐和田。（日）様な。（露）同。-jauを参照。
junu junu　一般。（日）同じ。（露）同じ、同、一様。用例：junu-munu junu munu（日）

同物、同人。（露）同。（八重山：junumunu junu munu）。junukutu junukutu（日）
同じ事。
関連語など：八重山：junu junu；　琉球：jɯnɯ/jinɯ j mn m/jin m

kagi kagi　平良、島尻、上地、佐良浜。（日）好い。清い。綺麗な（物について）。（露）
清い、きれいな。用例：kagifunasïmiz kagifu nasɿmiz（日）綺麗にさせる。kagi-gi: 
kagi giː（日）綺麗な樹。（露）同。kagi kugani-gama kagi kuganigama（日）美しい

4　�『月のアカリヤザガマの話』より。この例文の提供者は慶世村恒任だったようである。ネフスキー
1971：11-13参照。

5　原文はローマ字でsonɜainaとなっている。ネフスキーによる誤りか。
6　括弧の中の項目で、見出し語の意味より語源を差すように思われる。
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黄金（小）。（露）同。kagi kukuru kagi kukuru《清心》。kagimiɜï kagi mizɿ（日）好
い水、 清水。kagimunu kagi munu（日） きれいなもの。 用例：［佐良浜］bantiga 
gakko:nu ma:znna kagibana mminu saki: jagumi kagimunu du:z bantiga gakkoːnu 
maːznna kagi banamminu sakiː  jagumi kagi munu duːz（日）私等の学校のまわりに
は綺麗な花等が咲いて大層美しいものですよ。
関連語など：八重山：kai- kai；　黒島：haija:ŋ haijaːŋ；　小浜：kaiha:ŋ kaihaːŋ；　
石垣、新城：kaiśa:ŋ kaiɕaːŋ；　波照間：ke:śa:ŋ keːɕaːŋ

kag’a:kagi kagjaːkagi　平良。（日）前詞の強語。
kagi-sa kagisa　佐和田（日）清さ。綺麗さ。（露）同。用例：niŋginna sïdimidɜu amśi: 

ifuju: ka:zk’a sïdikagisa cïg ïz nnucï araśu pavnna k ïs mukukuru mucïkagisa n’a:mununu 
jariba sïnimidɜu amśiru!7 niŋginna sɿdimiddzu amɕiː  ifujuː  kaː zkja sɿdikagisa 
tsɿgzɿnnutsɿ araɕu pavnna ksɿmukukuru mutsɿkagisa njaːmununu jariba sɿnimiddzu 
amɕiru《人間には生き返りの水を浴びさせていつまでたっても生き返りと長寿を持た
せよ。蛇は肝心を持っていないものなので、蛇には死の水を浴びせろ》。kagiを参照。

kamarasï kamarasɿ　佐良浜。（日）悲し。用例：kamarasï munu kamarasɿ munu 悲しい
もの。
関連語など：八重山：gamarasa gamarasa（日）悔しさ　悲しさ

kanasï kanasɿ　一般。（日）懐かしい、可愛い。（露）大切な、愛しい。用例：［佐良浜］
unaga mmariɜïmanu kanassa az tukuru: ɲa:ɲɲi: unaga mmarizɿmanu kanassa az 
tukuruː ɲaːɲɲiː（日）自分の生れ島程なつかしい所はないね。
関連語など：日本：kanaśi8 kanaɕi（露）「悲しい」；　古典日本語：kanaśi kanaɕi（露）

「大切な、愛しい」；　相知：kanasï kanasɿ 同；　琉球：kanaśa kanaɕa；　八重山：
kanasaŋ kanasaŋ；　八重山：kanasa kanasa（日）愛さ。kanasï　kanasi（日）最上
敬称語なり
類義語：atarasï atarasɿ

kara kara　平良、佐和田、多良間。（日）辛い。（露）苦い、辛い。用例：［多良間］kara-
di: kara diː（露）苦い手（呪いより）9。
関連語など：日本：kara kara；　名護：hara: haraː；　八重山：kara kara；　琉球 
kara- kara

7　�『月のアカリヤザガマの話』より。この例文の提供者は慶世村恒任だったようである。ネフスキー
1971：11-13参照。

8　�語末の母音が明確に短くなっており、ネフスキーによる誤字か、あるいは複写の質が低いため長音符
が見られないかといった理由が考えられる。

9　腹痛を治す働きのある呪文らしい。田中2006：172参照。
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kara:kara karaːkara　平良。（日）前語の強語。（露）上の項目の強調形。
kara- kara　佐和田。（日）空

カラ

。（露）同。
関連語など：日本：kara kara；　八重山：kara kara

kari: kariː（日）嘉例。佳例。用例：kariːnaː（日）目出たい kunu saksa kari:na munu 
fi:samai: du:du pukarassa: śu:z kunu saksa kariːna munu fiːsamaiː duːdu pukarassaː 
ɕuːz（日）先日は結構なものを下さって随分有難く存じて居ります。
関連語など：八重山：kari: kariː

kasïgu- kasɿgu　佐和田、佐良浜。（日）賢い。（露）頭のいい、賢い。融通の利いた。
関連語など：日本：kaśiko-i kaɕikoi；　平良：kasïku- kasɿ

˚
ku；　八重山：kaśiku kaɕiku

kasïku-sa kasɿ
˚
kusa　平良。（日）賢さ。智慧。（露）知恵、融通。

関連語など：佐和田、佐良浜kasïgu-sa kasɿgusa；　日本：kaśiko-sa kaɕikosa
kata kata　平良。（露）濃い（日本語の「濃い」に当たる）。
ka:z kaːz　平良。（日）軽い。（露）同。

関連語など： 佐和田：kal kal；　日本：karɯ-i kar mi；　八重山：karasa karasa, 
karusa karusa（日）軽さ

kazzka:z kazzkaːz　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
kibaŋ/giban kiban/giban　佐和田、佐良浜。（日）貧しい。貧乏な。（露）貧乏な、不幸な、

極貧の状態にある。
関連語など：日本：kewa-śi-i kewaɕii（露）「険しい」「垂直」

k ïs  ksɿ　平良。（日）黄。（露）黄色い。
関連語など：八重山：kï: kiː

k ïs bɛa: ksɿbjaː　平良。（日）気ばやい。用例：niŋginnu purimunuja pavnuśako: k ïs bɛa: ffa 
n’a:nniba niŋginnu puri munuja pavnu ɕakoː ksɿbjaː ffa njaːnniba《愚かな人間は蛇ほ
ど早くなかったので》10。

k ïs munitasa ksɿmunitasa　平良。（日）哀な。涙ぐましい〔宮良〕。
ko: koː　平良。（日）１．痒い。２．苦しい。３．貧しい、貧乏な。（露）１．かゆい（感覚）。

２．苦しい、つらい。３．同。
関連語など：佐和田：ku: kuː；　八重山：kau- kau；　佐良浜：kau- kau

ko:ko: koːkoː　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
kuma kuma　（日）細。用例：kuma-munu kuma munu（日）細もの〔田島〕。
ku:sa kuːsa　平良、佐和田。（日）苦。貧苦。用例：［佐和田］ku:sa-du jadujum kuːsadu 

10　�『月のアカリヤザガマの話』より。この例文の提供者は慶世村恒任だったようである。ネフスキー
1971：11-12参照。
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jadujum（日）貧苦ぞ家内喧嘩。
関連語など：八重山：ku:sa kuːsa　１）小さきこと　２）貧しき。

ku
ˇ
pa kupa　平良。（露）硬い、強い。

ma:ku maːku　平良。（日）円い。（露）同。
ma:ku:ma:ku maːkuːmaːku　平良。（日）真ん丸い（前詞の強語）。（露）上の項目の強調形。
maru maru　平良。（日）短い。（露）同。

関連語など：八重山：mara- mara；　石垣：marasaŋ marasaŋ（露）短い、低い；　
波照間：marahuŋ marahuŋ（日）短；　与那国：maraŋ maraŋ；　黒島：marikkaho:ŋ 
marikkahoːŋ；　新城：marusa:ŋ marusaːŋ

maro:maru maroːmaru　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
masasï masasɿ

˚
　平良。（露）軽い、以下に同じ。用例：masasfu nar’u:z masasfu narjuːz	

（露）「ほっとした」。
m’a:sï mjaːsɿ

˚
　平良。《易しい、 楽な》。 用例：m’a:sïmunu mjaːsɿ munu（日） 樂だ！　

m’a:sïftuaz mjaːsɿ
˚
ftu az《易 し い、 楽 だ》。m’a:sïkinaridu nivv’u:z mjaːsɿ

˚
ki naridu 

nivvjuːz（日）すやすやと眠っている。
mɜï mzɿ　平良。（日） 不味。（露） まずい、 ひどい。 用例：mɜï munu jar’a:mai… mzɿ 

munu jarjaːmai（日）まずい物であるが…（御粗末様）。
関連語など：日本：maɜɯ-i maz mi；　八重山：mitća mittɕa

mɜï:mɜï mzɿːmzɿ　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
mɜï-gi mzɿgi　平良、佐和田、佐良浜。（日）醜い。（露）顔の醜い。用例：mɜïgi-munu 

mzɿgi munu（日）醜き者。（露）醜い人、しこめ、ブス。
mɜu-sa mzusa　平良。（日）無蔵さ。

関 連 語 な ど： 平 良・ 歌 謡 語：mɜuśa mzuɕa；　 八 重 山：nɜusa nzusa；　 薩 摩：
mɯɜe/mɯɜoi/mɯɜoka muze/muzoi/muzoka；　 肥 後：muɜogaru muzogaru（ 日 ）
かわいがる muɜoraśi muzoraɕi（日）かわゆさ；　大分県：mudoraśi: mudoraɕiː  =（日）
かわいらしい；　宮崎県：muɜonagi muzonagi =（日）かわいそな；　肥前、南松浦
郡の五島：miɜ́ogaru miʑogaru（露）「かわいがる」miźoka, mizoka miʑoka, mizoka	

（露）かわいい、きれいな；　種子島：muzo-ka, muźo:ka muzoka, muʑoːka『物類称呼』
を参照。

mi:du: miːduː　平良。《久しい》。用例：mi:du:munu ja:(s) miːduː munu jaːs/mi:du:sanuja:(s) 
miːduːsanu jaːs（日）暫くでした。お久振でした。

mi:du:-sa miːduːsa　平良。（日）「見遠さ」の意。久振の事。（露）だれかと会っていない、
または何かを見ていない期間が長いこと。用例：mi:du:sanu ja:(s) miːduːsanu jaːs/
mi:du:munu ja:(s) miːduː munu jaːs（日）暫くでしたね・御無沙汰はしました。
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miditai miditai　平良。（日） 目出たい。（露） めでたい、 喜ばしい。 用例：［平良］
miditaikutu jara:z munu ja:sï miditai kutu jaraːz munu jaːsɿ

˚
 お目出とう御座います。

関連語など：日本：medetai medetai
miɜïrasï mizɿrasɿ　平良。（日）珍しい。

関連語など：八重山：miɜarasa/miɜïrasa mizarasa/mizɿrasa
mifu mifu　平良。（日）憎い。憎い、嫌な。

関連語など：日本：nikɯ-i nik mi；　佐和田：miffa miffa
mi:ćagi miː tɕagi　平良。（露）醜い、見るに耐えない。
miz miz　平良。（日）新。（露）新しい。

関連語など：琉球：mi: miː；　日本：ni: niː  < *nipi nipi；　佐和田：mïz mɿz；　佐
良浜：mi: miː；　多良間：mïz mɿz；　八重山：mï: miː；　『物類称呼』 あたらしい
といふ事を相摸にて○にひしい（niiśii niiɕii）と云　たとへハ新宅をにひ家といふ　
總州野州をなじ上野にて○にひ家と云ふ是又同し詞也（古代の言なり）

mma mma　平良。（日）旨イ。美味。（露）おいしい。
関連語など： 日本：mma-i mmai；　琉球：mma-sa/ma:sa mmasa/maːsa；　八重
山：mma- mma

mna mna　平良、佐和田。（日）空しい。（露）空。
関連語など：日本：mɯna-śi: munaɕiː；　琉球：mɯna-śi m mnaɕi；　八重山：nna 
nna；　佐和田：mna/nna mna/nna；　八重山：auna-sïŋ aunasɿŋ；　（日）空虚にす。
空しくす（日）nna:sïŋ nnaːsɿŋ 寢るの童語

m̩-sa m̩-sa　佐和田。（日）似る事。似たもの。（露）類似性、似ていること。用例：m̩-sa 
m’u:tu m̩sa mjuːtu（日）似たもの夫婦。（露）「ぴったり合う夫婦同志」（逐語訳：似て
いる夫婦）。
関連語など：平良：n-sa nsa；　多良間：n̩-s’a n̩sja

mucïkasï mutsɿ
˚
kasɿ

˚
　平良。（日） 六つかしい。（露） 難しい。 用例：pi:ća: mucïkasï 

fïduazza:ranna piː tɕaː mutsɿ
˚
kasɿfɿdu azzaːranna 一寸むずかしいじゃないか。

関連語など： 日本：mɯcɯkaśi:/mɯɜɯkaśi: m mts mkaɕiː/m mz mkaɕiː；　八重山：
mucïkasa mutsɿkasa

n̩ n̩　平良。（日）似。（露）似たような、似ている。用例：n̩ffa-n’a:ŋ n̩ffa njaːŋ（日）似て
ない。似やしない。（露）同。
関連語など：佐和田、佐良浜、西原：m̩ m̩；　日本：ni ni；　八重山：ni ni；　八重
山：ni:ŋ/ni:ruŋ niːŋ/niːruŋ

nadara nadara　平良、狩俣、佐和田。（日）平。平地。（露）平らな、穏やかな、柔らかい、
平地。
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関連語など： 日本：nadara-ka nadaraka（露）「平らな」「穏やかな」、nadara-mɯ 
nadaram m；　八重山：nadara nadara

naga naga　一般。（日）長い。（露）同。用例：naga-mcï naga mtsɿ（日）長道。（露）同。
用例：naga-psïda naga psɿda（日）長渚、長汀。（露）長い（遠くわたる）海岸。
関連語など：日本：naŋa/naga naŋa/naga；　琉球：naga naga；　八重山：na: naː

naga:naga: nagaːnagaː　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
関連語など：八重山：na:na: naːnaː

naja naja　下地・ 歌謡語。（日） 名高き。 有名なる。（露） 同。 用例：naja-busï naja 
busɿ//平良：na:z-busï naːz busɿ 名高き星（露） 同。naja-b ïz tu naja bzɿtu//平良：
na:z-b ïz tu naːz bzɿtu（日）名高き人。（露）有名な人、俊才、名声の得た人。
na:z 11を参照。

nama nama　平良、佐和田、多良間。（日）生。（露）生の、煮ていない。
関連語など：八重山：nama nama；　日本：nama nama；　琉球：nama nama

namcï
ˇ
k ïs fu

ˇ
sa namtsɿ

ˇ
ksɿ

ˇ
fusa　平良。（英）形。（露）焦げ臭い。

ni:ka niːka　平良。（日）遅い。用例：nn’a ni:kaftuaz paɜï nnja niːkaftuaz pazɿ もうおそ
いでしょう12。

nita nita　平良。（露）つらい、不愉快な。
nitasa nitasa　佐和田。（日）悔しい。ねたさ。ねたきこと。

関連語など：八重山：nitasa nitasa；　『混効験集』ねたさ（ni:tasa niː tasa）
niv̩ niv̩　平良、狩俣。（日）遅い。（露）遅い、遅延した。

関連語など：日本：nibɯ-i nib mi（露）「鈍い」
niv̩sa niv̩sa　平良、狩俣。（日）遅さ。

関連語など：『混効験集』：ねふさ（nibusa nibusa）遅事
nufu

ˇ
 nufu　平良。（露）暖かい。

nufu-sa nufusa　平良。（日）温さ。暖さ。（露）同。
関連語など：日本：nɯkɯ-sa n mk msa；　琉球：nɯkɯ-sa n mk msa；　八重山：nufusa 
nufusa（日）暖 nussa nussa（日）温さ

ŋg’a: ŋgjaː　平良、佐和田。（日）苦い。（露）同。用例：［多良間］ngadi: nga diː（露）
苦い手（呪いより）13。
関連語など：八重山：ŋga- ŋga；　琉球：nɜ́a nʑa；　多良間：ŋga ŋga；　日本：
niga-i nigai；　『混効験集』 にぎやさ（nig’a-sa nigjasa）

11　その項目は『宮古方言ノート』複写本では見当たらない。
12　原文の「でしょう」のところが判読不可能になっており、宮古語での文に基づいて解読を試みた。
13　腹痛を治す働きのある呪文らしい。上のkara diːと対句を成す。田中2006：172参照。
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ŋg’a:ŋg’a ŋgjaːŋgja　平良。（日）前詞の強語（露）上の項目の強調形。
ŋg’amasï ŋgjamasɿ　佐和田。（日）喧しい。（露）うるさい。

関連語など：八重山：ŋgamasa ŋgamasa；　日本：jakamaśi: jakamaɕiː
-ŋgi ŋgi　平良。（日）…らしい。…そうな。用例：-ŋgi-sa ŋgisa（日）如き。-ŋgikaz ŋgikaz	

（日）如くある。-ŋgimunu ŋgi munu（日）如きもの。-ŋgiffa n’a:ŋ ŋgiffa njaːŋ（日）
如くはない。uinna ŋgiffa n’a:ŋ uinna ŋgiffa njaːŋ（日）それには似ていない。

o: oː　平良。au au 歌謡語。（日）青。（露）青い、緑色の、水色の。用例：o:bana oː bana
（日）青花。（露）「青い花」。kunu pana o:munu kunu pana oː munu（日）この花青し。
（露）この花は青い。o:iru oː iru（日）青色。
関連語など：佐和田：au au；　琉球：o: oː；　日本：ao ao < *awo awo；　八重山：
au au；　喜界：o: oː

o:kaz oːkaz　平良。（日）青くなる。用例：m’a:ku nu o:kazba:ki 14 mjaːkunu oːkaz baːki	
（日）宮古のある限り。

p’a: pjaː　平良。（日）早い。（露）速い、早い。用例：p’a: p’a: pjaːpjaː《とても速い》（八
重山：paja:paja pajaːpaja）。用例：［平良］nn’ada p’aftu

︶
ar’a: nnjada pjaftu

）
arjaː（日）

まだ早い（でしょう）。
関連語など：琉球：ɸè:-saŋ ɸɛ ːsaŋ；　日本：haja-i hajai（露）「早い」、「速い」；　多
良間：pè: peː；　八重山：pai pai；　石垣：paja paja；　小浜：p’a: pjaː

panta panta　平良。（日）忙しい（日本語でいうと「忙しい」）。
pin-na pinna　平良、上地。（日）変な。（露）恐ろしい、甚だ。用例：pinna-sa pinnasa（日）

変。kaiga anći: sïtaz kuto: du:du pinnasa-nu naraŋ kaiga antɕiː  sɿ
˚
taz kutoː  duːdu 

pinnasanu naraŋ（日）彼ガそうしたということは随分不思議でならない。uigadu 
pinnakaz uigadu pinnakaz（日）それが妙だ。pinna-kataz pinnakataz（日）変だった。
pinnakaiba pinnakaiba（日） 怪しければ。pinna munu pinna munu（日） 変な物。
pinna-gi pinnagi（日） 不 思 議 そ う（な）。pinnakaz pinnakaz（日） 怪 し く あ る。
pinnafudu pinnafudu（日）妙に…（ある）。
関連語など：日本：hen-na henna

pissa pissa　平良。（日）薄い。淡い〔宮良〕。
p ïs guru psɿguru　平良。（露）冷たい（感覚が）。
po:ti poː ti　平良。（露）鈍い（刃物などが）。語源：po:ti poː ti < pa pa + uti uti
pśi pɕi　平良。（日）寒イ。ひや。（露）寒い15。

14　�『月のアカリヤザガマの話』より。この例文の提供者は慶世村恒任だったようである。ネフスキー
1971：11-13参照。

15　「冷たい」という解釈でもあり得る。
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関連語など：日本：çi çi；　八重山：pi: piː；　琉球：ɸi:-saŋ ɸiːsaŋ（露）寒い16

pśe:pśi/pśa:pśi pɕeːpɕi/pɕaːpɕi　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
関連語など：八重山：pi:pi: piːpiː

pśisa pɕisa　平良。（日）寒さ。（露）同。
関連語など：八重山：pi:śa piːɕa

psu psːu　平良。（日）広い。（露）同。用例：psu-munu psːu munu（日）広いもの。
関連語など：琉球：ɸirɯ-saŋ ɸir msaŋ；　日本：çiro-i çiroi；　八重山：pïsu pisu

pso:-psu psːoːpsu　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
pukarasï pukarasɿ　平良、佐和田。（日）有りがたい。嬉しい。樂しい。用例：［佐和田］

pukarasïkari: uśiagilm pukarasɿ
˚
kariː  uɕiagilm（日）有りがたく差上げる。

関連語など： 実久 fuhoraśam fuhoraɕam（日） 嬉しい、 樂しい；　与論：fu:rasa 
fuːrasa；　徳之島：ho:rahaŋ hoːrahaŋ；　伊須、古仁屋：ho:raśam hoːraɕam；　沖永
良部：ho:rasaŋ hoːrasaŋ；　住用：ho:raśaŋ hoːraɕaŋ；　日本：hokoraśi hokoraɕi；　
八重山 pakarasa pakarasa（日）役に立つこと。器用

pukarasï̌gi pukarasɿ̌gi　佐和田。（日）有りがたそうな、親切らしい。用例：pukarasï̌gi 
nal-gama aśi: pukarasɿ̌gi nalgama aɕiː（日）親切らしい容貌をして。（露）「優しそう
な顔をして」「好意を持ったようで」。

pukarassa pukarassa　 平 良。（日） 難 有 さ、 嬉 さ。（露） 同。 用 例：pukarassa su:di 
pukarassa suːdi（日）有りがとう御座います。御馳走様。（露）同。
関連語など：八重山：ɸuko:rasa ɸukoːrasa, fukuraśa fukuraɕa；　国仲・佐和田歌謡
語：pukaraśa pukaraɕa；　琉球：ɸukuraśa ɸukuraɕa ほこらしや

purigi purigi　平良。（日）馬鹿げた。
pusï pusɿ　平良、伊良部。（日）欲し。（露）ほしい、願望の。用例：pussa pussa（日）ほ

しさ。pusï̌munu pusɿ̌ munu（日）ほしいもの。pusïki（pusï̌gi）pusɿ
˚
ki（pusɿ̌gi）（日）

ほしげ。ほしそう。pusïkaz　pusɿ
˚
kaz（日）ほしくある。pusïkar’a: mai pusɿ

˚
karjaːmai

（日） 欲 し く て も。pusïkacka: pusɿ
˚
katskaː（日） 欲 し か っ た ら。pusïkazsuga 

pusɿ
˚
kazsuga（日）欲しいが。

関連語など：八重山：pusa pusa『物類称呼』よいと云事を…若狭にて○ぶすといふ○
わるいといふことを…若狭にて○ぶさぬと云

pussa pussa　平良。（日）欲さ。（露）願い、欲しさ。
ripa-na ripana　多良間・歌謡語。（日）立派な。（露）すばらしい、優れた。

関連語など：日本：rippa-na rippana；　八重山：rippa rippa

16　以上に同じ。
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sabigi sabigi　平良。（日）おかしな〔宮良〕。
sabïsï sabɿsɿ　平良。（日）淋しい。

関連語など：八重山：sabïssa sabissa（露）淋しさ
saka saka　佐和田、 国仲、 多良間。（日） 少い。（露） 小さい。 用例：kunu tama-nu 

sakakar’a: kunu tamanu sakarakjaː（日）この分が少なければ。（露）この分が小さけ
れば（＝これで少なければ）。
関連語など：日本：sɯkɯ-na-i s mk mnai（露）「小さい」、sɯko-śi s mkoɕi（露）「少な
い」、isa-saka isasaka（露）「少ない」、「量が少ない」

śiba ɕiba　来間、平良。（日）狹。（露）同。用例：śiba-mcï/iba-mcï ɕiba mtsɿ/iba mtsɿ《狭
い道》。
関連語など：琉球：siba- siba；　日本：sema-i semai；　八重山：śibamiŋ/śibamiruŋ 
ɕibamiŋ/ɕibamiruŋ（日）狹む
類義語：iba iba

sï: sɿː　平良。（日）酢。酢い。（露）同。
関連語など：八重山の石垣：sï: siː；　名瀬：śi ɕi；　沖永良部：śi: ɕiː；　古仁屋・
住用・実久・波照間：sï: siː

sïda:sï sɿdaːsɿ
˚
　平良。（日）涼しい。（露）同。用例：sida:sïkariur’a:/sida:sïkaiba sida:sɿ

˚
kari 

urjaː/sidaːsɿ
˚
kaiba 涼しくなったから。（露）同。sïda:sï-kaɜ́i sidaːsɿ

˚
 kaʑi（日）涼風（露）

同。
関連語など：琉球：sïdaśaŋ sɿdaɕaŋ；　日本：sɯɜɯśi-i s mɜ mɕii；　八重山 sïdassa 
sidassa（日）涼さ

sïɜara sɿzara　平良。（日）太くて短い。（露）太くても短い。
sïɜïdaka sɿzɿdaka　平良。（露） 神聖な、 聖なる。 用例：kuma: sïɜïdaka tu

ˇ
kura kumaː 

sɿzɿdaka tukura（露）ここは神聖な（聖なる）ところだ。
sïɜïka-na sɿzɿkana　平良。（日）靜な。（露）静かな、穏やかな。

関連語など： 琉球：siɜika sizika；　日本：śiɜɯka-na ɕiz mkana；　八重山：sïɜïka 
sizika

sïkara:ssa sɿ
˚
karaːssa　佐良浜。（日）大変寂しいこと。

関連語など：琉球：śikara:sa ɕikaraːsa
sïm-sa sɿmsa　平良。（日）心苦しいこと。ピリピリする事。染みる事。（露）激痛、誘惑〔田

島〕。
関連語など：日本：śimɯ/śimir m ɕimɯ/ɕimir m（露）うずき・激痛を味わう。
対句語：itasa

sïnɜa-na/sɯnɜa-na sɿnzana/s mnzana　平良。（日）羨ましき。
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sï:v̩ sï:v̩　平良。（日）渋い。（露）渋い（味が）。
関連語など：八重山：sïppusa sippusa（日）渋きこと；　八重山：sïbu sibu（日）渋

sïvv-sïv̩ sɿvvsɿv̩　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
śśana ɕɕana　平良、佐和田。（日）汚い。不潔な。（露）汚い。用例：［佐和田］śśanasa-

u-mai śśana-ti:ja asuda17 ɕɕanasaumai ɕɕanatiː ja asuda（日）不潔をも汚いとはせずに。
（露）「（彼は）自分の汚ささえ汚さと思わなくて」。śśanakaz ɕɕanakaz（日）きたなく
ある。śśanafuduaz　ɕɕanafudu az（日）きたなくぞある。
関連語など：広島の倉橋島：kiśianai kiɕianai；　讃岐国の伊吹島：kiśanai kiɕanai

śśana-gi ɕɕanagi　平良。（日）汚そうな。（露）汚く見える。
śśana-sa ɕɕanasa　平良、佐和田。（日）不潔。汚サ。（露）汚れ（＝汚さ）。用例：［佐和田］

mùltù śśanasa ti:ja asuda mʊltʊ ɕɕanasatiː ja asuda（日）全く不潔とはしないで（思
わないで）。（露）「自分の汚れをまったく気にしないで」。
関連語など：日本：kitana-sa kitanasa；　琉球：ćitana-sa ɕ itanasa；　八重山：janiśśa 
janiɕɕa；　『混効験集』きたなさ（kitanasa kitanasa）；　種子島：kissaŋ-ka kissaŋka, 
kisana-ka kisanaka

ssu ssu　一般。（日）白い。（露）同。用例：ssukataz ssukataz（日）白かった。ssuka:z 
paɜï ssukaːz pazɿ（日）白くあるはず。ssukaiba ssukaiba（日）白ければ。ssusa ssusa

（日）白さ。
関連語など：日本：śiro-i ɕiroi；　琉球：śirɯ-saŋ ɕir msaŋ；　八重山：ssu ssu

sso:ssu/so:su ssoːssu/sːoːsːu　平良。（日）真白。前詞の強語。
関連語など：八重山：sso:su ssoːsu

su-kara sukara　平良。（日）塩辛い。（露）同。
関連語など：日本：śio-kara-i ɕiokarai；　琉球：śipu-kara-saŋ ɕipukarasaŋ；　八重
山：sa-kura- sakura

taka taka　一般。（日）高い。（露）高い（値段とも）。用例：taka-gi takagi（日）高そう
（な）。taka-kar’a:mai takakarjaːmai（日）高くても。
関連語など：日本：taka-i takai；　琉球：taka-saŋ takasaŋ；　八重山：taka- taka

taka:taka takaːtaka　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
tu: tuː　一般。（日）遠。

関連語など：琉球：tɯ:saŋ t mː saŋ
tujusa tujusa　一般・ 歌謡語（日） 遠さ。（露） 同。 用例：tùjùsa-nù sïma-ŋkai nùjùri 

17　不明の話よりの引用らしい。
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p’ara-di ju18 tʊjʊsanʊ sɿmaŋkai nʊjʊri pjaradiju（日）遠い村へ乗って行こう（よ）。（露）
同。

tu:sa tuːsa　佐和田。（日）遠。（露）遠さ。用例：tu:sa-nu m̩cï tuːsanu m̩tsɿ（日）遠い道、
長い旅行。（露）同。
関連語など：八重山：tu:sa tuːsa

cïka tsɿ
˚
ka　平良。（日）近い。（露）同。用例：cïkafu na: tsɿ

˚
kafuna（ː日）近いか。（露）（そ

こが）近いか。kumakara nu cïkaka:z? kumakaranu tsɿkakaːz（日）ここから近いのか。
関連語など：日本：ćika-i tɕikai；　八重山：cïka tsɿka

cïndarasï tsɿndarasɿ　佐良浜。（日）かわいそうな。用例：imiɜïmagamaŋ mmariz（mmarii）
çitu mmi:ja cïndarasï munu ji: imi zɿmagamaŋ mmariz/mmarii çitummiːja tsɿndarasɿ 
munuji:（日）小さな小島に生れる人達は可哀相なものですね。

cu: tsuː　平良。（日）強い。（露）同。
関連語など：八重山：cu:-sa tsuːsa；　琉球：ćɯ:saŋ tɕ mː saŋ；　日本：cɯjo-i ts mjoi

cu:cu: tsuːtsuː　平良。（日）前詞の強語。（露）上の項目の強調形。
ćura tɕura　歌謡語。（日）清ら〔田島〕。
ću:sa tɕuːsa　多良間・歌謡語（日）遠さ。（露）同。
ŭda ŭda　佐和田、佐良浜。（日）肥えた。（露）太い。用例：［佐良浜］ŭdabani 19 ŭda bani	

（露）太い羽。
ugaŋ ugaŋ　平良。（日） 御健康。（露） 健康、 健康な。 用例：ugaŋ-kari uramaʐ mma 

ugaŋkari uramaz̨mma（日）御健康居られるか。
uhu uhu　佐良浜。（日）大。
uka:sï ukaːsɿ

˚
　平良。（日）恐しい。（露）同。用例：uka:sï-p ïs tu ukaːsɿ

˚
 psɿtu（日）恐しい人。

（露）恐ろしい（醜い）人。uka:ssa ukaːssa（日）恐しさ。
umuśśi umuɕɕi　平良。（日） 面白い（露） 同。 用例：［平良］du:du umuśśi panasï ja: 

duːdu umuɕɕi panasɿja（ː日）随分面白い話ですね。umuśśikarata: umuśśikarata（ː日）
面白う御座いましたか。ati umuśśiffa:n’a:ŋ ati umuɕɕiffaː  njaːŋ（日）余り面白くはあ
りません。
関連語など：日本：omo-śiro-i omoɕiroi；　八重山：umussa umussa（日）面白さ；　
佐賀：omośi-ka omoɕika

upadisa upadisa　狩俣。（露） 尊さ。 用例、 田島の『四島の主』：jagumisan upadisan 
ugamadiju jagumisan upadisan ugamadiju《恐れ多いので、尊いので拝みましょうよ》。

18　不明の歌謡より。
19　前泊克子が語り手だった『大鶉の話』より。ネフスキー1971：94-99参照。
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類義語：jagumisa
upa:sa upaːsa　平良、与那覇。（日）数多い。（露）多い、山ほどの。
upo:-nu upoːnu　上地。（日）大きい。大きな。
upo:sa upoːsa　与那覇。（露）多い = upa:sa upaːsa
upʻu up’u　平良、上地、多良間、狩俣。（日）大。（露）大きい。

関連語など：伊良部仲地：uhu/uxu uhu/uxu；　佐和田：ukʻu uk’u；　佐良浜、西
原：uhu/uhu uhu/uhu；　八重山：uɸu uɸu；　琉球：ɯɸɯ mɸ m；　日本： o: oː  < 
*oho oho < *oɸo oɸo < *opo opo；　今帰仁・ 本部：ɯpʻɯ mp’ m；　肥後：u: uː；　
佐賀：u: uː；　佐渡：u: uː

upu-gi upugi　平良。（日） あんな（に）。 用例：upugi-gama-nu funi upugigamanu funi　
あんな（に）小さい舟。（露）同。upugi-na:-nu isï upuginaːnu isɿ

˚
（日）あんな（に）

大きい石。（露）同。upugi-na:-nu ja: upuginaːnu jaː（日）あんなに大きい家。
関連語など：琉球：appi appi；　日本：o:ŋe-sa/o:ge-sa oːŋesa/oːgesa

usu usu　平良。（日）晩い。遅い。（露）同。用例：nn’a tuk ïs -mai usu-fŭ nariur’a: nnja 
tuksɿmai usufŭ nariurjaː（琉球：na: tɯći-ŋ ɯsi-kɯ nato: kutu naː t mtɕiŋ msik m natoː 
kutu）もうすでに時も晩く 成っておるから。
関連語など：日本：osoi osoi；　琉球：ɯsi-saŋ msisaŋ

uturusï uturusɿ　平良。（日）恐しい〔宮良〕。
関連語など：『混効験集』おとるしや uturuśa uturuɕa；　佐賀：ottorośi-ka ottoroɕika

vda vda　平良。（日）厚。
vva:sï vvaːsɿ　平良。（日）細長い。
vva:sï:vva:sï vvaːsɿːvvaːsɿ　平良。（日）前条の強語。
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